観の系譜 特別企画展
観照 KANSHŌ
般若心経と現代芸術
The Heart Sutra and Contemporary Art
視覚は、関係のなかで立ち現れてくる
展覧会概要
『般若心経』における「照見」の感覚を起点に、
現代芸術における“見ること”の構造を問い直す展覧会。

本展が扱うのは、
宗教的図像としての般若心経ではない。

書、墨、焼痕、身体、余白、反復、時間。
それぞれの表現の中で、
視覚がどのように立ち現れてくるのか。
その生成の過程そのものが、本展の主題となる。

2016年、上海で開催された「観心」展から十年。
内面へ向けられていた視線は、
京都において、関係と空間の中で生起する「観照」へと展開される。

「観の系譜」は、
東洋古典の感覚と現代芸術とのあいだに、
新たな視覚経験の場をひらいていく試みである。
開催概要
会期｜2026年5月26日（火）– 5月31日（日）
開館時間｜11:00–17:00
（26日は12:00より／31日は16:00まで）
会場｜京都市国際交流会館（kokoka）
〒606-8536 京都府京都市左京区粟田口鳥居町2-1
主催｜株式会社 麗の會
共催｜公益財団法人 京都市国際交流協会
後援｜京都市
企画・構成｜王麗欣
企画協力｜張宗喜

協力｜株式会社吼獅堂｜問澄株式会社｜寬山株式会社｜株式会社菩提林
お問い合わせ｜株式会社 麗の會
info@reino-e.jp
www.reino-e.jp

参加作家作家
夢窓疎石｜狩野探幽｜大田垣蓮月｜弘一｜杭迫柏樹｜王天徳｜武藝｜李津｜魯大東｜史金淞｜上田普｜東山千隼｜大竹卓民｜水谷哲野｜黄欣｜孫燕平｜森村達夫｜James BAKER｜Christine Flint Sato｜郝方圓｜夏凱｜林肯肯
観照｜KANSHŌ

「観照」とは、
対象を明確に捉えることではなく、
見えるものと見えないもののあいだに、
視覚そのものが立ち現れてくる状態を指している。

本展では、
書、水墨、立体、映像、インスタレーションなど、
多様な表現を通して、
“見ること”が生成される過程そのものを提示する。

記録｜PRESS
本展に関する記録、掲載情報、関連資料は、
会期中および会期終了後に随時更新いたします。



